
石川テレビとの面談が実現（8 月 27 日） 

「裏付けのない放送をすることは、あってはならない」 
沖縄への偏見をあおる放送をゆるさない市民有志では、「ニュース女子」放送継続局を電話で調べ、手紙

と参考資料を送付。各東京支社にも電話して面談を申し込みました。放送継続局一覧表を作成・配布し、放

送中止を求める電話がけやハガキ送付の呼びかけも行っています。 

「ニュース女子」放送継続局のうち、石川テレビが初めて面談に応じてくださいました。2018 年８月 27 日、

東京支社長のほか、本社の考査室長が金沢からわざわざいらして、東京支社で対応してくださいました 

 

「ニュース女子の考査はきちんと行っている」 石川テレビ 
 

「『ニュース女子』で問題とされた第 91 回と 92 回、その検証番組である第 101 回を放送していません。バラエ

ティー番組であっても、裏付けのない内容を放送することは、あってはならないことです。『ニュース女子』も毎

回しっかり考査しており、沖縄関係以外にも２本放送しない回がありました」 

 

「そもそも放送継続していることが問題  放送による被害は継続している」 
 

この説明に対し、市民有志は以下のように発言しました。 

１）「ニュース女子」放送にあたり、個別にしっかり考査されていることを理解し、放送倫理を守る矜持を持って

いることも十分感じました。しかし、そもそも放送継続していることに問題があるのではないでしょうか。 

２）DHC テレビは本来なら「ニュース女子」の制作を中止すべきところを、BPO の意見を言論弾圧だと言って

制作を続けています。放送継続は、BPO の存在意義を弱らせることにつながるのではないでしょうか。 

３）DHC テレビが制作・配信している番組「虎ノ門ニュース」「放言 Bar リークス」は、「ニュース女子」のデマや

ヘイトを増幅して拡散しています。放送継続は、その DHC のあり方に加担することにつながらないでしょうか。 

４）親会社である「DHC」の会長は、自社のホームページなどで、在日コリアンへのヘイト発言を堂々としてい

ます。そうした会社と契約すること自体、会社の社会的責任が問われるのではないでしょうか。 

５）東京 MX は「のりこえねっと」共同代表・辛淑玉さんに謝罪しましたが、今も被害が続いています。沖縄を対

象にしたデマ・ヘイトも飛び交っています。地上波テレビはデマを権威づけるように働き、その責任は重いで

す （市民有志で「のりこえねっと」事務局長の川原より） 

 
� 
 

１０月改編期で「ニュース女子」放送中止を検討してください 
 

上記の理由から、たとえ個別の考査が万全であっても、本質的な問題は解決されないと考えていることを伝

え、１０月改編期での放送中止の検討を要請しました 

石川テレビは「このような意見を聞くのは初めて。『ニュース女子』はわかりやすくニュースを伝えるいい面も

あり、会社が総合的に判断して決めています。自分たちに決定権はないが、ご意見は本社に必ず伝えます」 

石川テレビの考査室長は「NO HATE TV」を毎回視聴されているとのこと。また、沖縄県作成の『沖縄から

伝えたい。米軍基地の話。Q＆A Book』をお渡ししたら、支社長が「これは初めて見る」と、大事そうに受け取

ってくださいました 

反対意見も賛成意見も両方取り上げることは大切だけど、嘘とヘイトは意見ではないということを石川テレビ

の方と確認しあい、面談を終えました。心から感謝し、石川テレビの英断を期待しています 

他の 16 局も石川テレビのような対応をお願いしたいものです。（10 月以降、放送継続局リストを更新予定） 

 

『ニュース女子』放送継続局へ皆さんの声を届けてください 
 

今回、問題を知っている人が各局に声を伝えることの必要性を痛感しました。引き続きご協力をお願いしま

す。電話・メール・ハガキで声を届けてください。 

視聴者の声は確実に届きます。どうぞよろしくお願いします！ 


